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松
原
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ウ
ォ
ー
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丹
南
の
地
蔵
堂
・
行
者
堂
を
調
査

か
う
や
道
・
い
つ
ミ
道
・
大
坂
道

　
平ひ
ら

野の
（
大
阪
市
）
か
ら
狭
山
を
経
て

高こ
う
や
さ
ん
野
山（
和
歌
山
県
）
に
向
か
う
中
高
野
街

道
は
江
戸
時
代
以
降
、
さ
か
ん
に
利
用
さ

れ
、
市
域
で
は
三
宅
―
阿
保
―
上
田
―
新

堂
―
岡
か
ら
丹
南
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。

近
鉄
バ
ス
の
丹
南
停
留
所
は
街
道
沿
い
に

あ
り
、そ
こ
に
は
地じ

ぞ
う
ど
う
蔵
堂
と
行ぎ
ょ
う
じ
ゃ
ど
う

者
堂
が
建
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
四
軒
の
方
々
が
お
世

話
さ
れ
る
地
蔵
講
の
ご
協
力
を
得
て
、
堂
内

に
祀
ら
れ
て
い
る
役

え
ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ
像
と
三
体
の
地

蔵
像
を
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
五
年
に
改
修
さ
れ
た
堂
の
前
面
の

組
物
を
は
ず
す
と
、
堂
内
の
四
体
の
う
ち
、

左
側
の
地
蔵
堂
中
央
の
地
蔵
立
像
は
銘
文

を
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
両
側
の
座
像
の

台
石
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
右
側
の
座
像
の
台
石
正
面
に
は
、「
念ね

ん
佛ぶ
つ

講こ
う
ち
ゅ
う

中
」と
刻
み
、
左
面
に
は「
明め

い
わ和

三
戌い

ぬ
七

月
十
三
日
」と
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の

明
和
三
年（
一
七
六
六
）
の
建
立
で
す
。
右

面
に
は「
道

ど
う
ぎ
ょ
う行

丗さ
ん
に
ん人

」と
あ
り
、
念
佛
講
三

名
に
よ
る
寄
進
で
し
た
。
両
手
に
は
宝ほ

う
じ
ゅ珠

を
台
座
上
の
中
央
に
持
っ
て
い
ま
す
。

　
左
側
の
座
像
の
台
石
中
央
に
は
、「
門

も
ん
に
ゅ
う入

道ど
う

円え
ん
ぜ
ん
じ

善
士
」「
穪

し
ょ
う
か
く覚

妙み
ょ
う
ね
ん念

善ぜ
ん
じ
ょ女

」
の「
霊れ

い
」

と
あ
り
ま
す
。
左
面
に「
明
治
三
庚か

の
え

午う
し

年
五
月
十
八
日
」
と
記
し
、
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
右
面

は
建
立
者
で
あ
る「
菅す

ご
う生
新し
ん
で
ん田
北 

平
□
□

□
」「
丹
南 

四し
ろ
う良
右え衛
門も
ん
」
と
見
ら
れ
、
菅

生
新
田（
堺
市
美
原
区
）
と
地
元
丹
南
の

人
々
に
よ
る
供
養
の
像
で
す
。
明
和
像
と

同
じ
く
、
宝
珠
を
両
手
で
持
っ
て
い
ま
す
。

　
右
端
の
堂
は
、
役
行
者（
奈
良
時
代
の

修し
ゅ
げ
ん
ど
う

験
道
の
祖
、
役え
ん
の
お
づ
ぬ

小
角
）
を
祀
り
ま
す
の

で
、
行
者
堂
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
行
者
像

は
、
通
例
の
高た

か
下げ

駄た

を
は
く
長な
が
頭と
き
ん巾
姿
で
、

錫し
ゃ
く
じ
ょ
う

杖
と
経き

ょ
う
か
ん巻

を
持
つ
座
像
で
す
。
台
石

に
は「
大お

お
み
ね
さ
ん

峯
山
」
と
あ
り
、
役
行
者
が
開
い

た
大
和（
奈
良
県
）の
山

さ
ん
じ
ょ
う上
ヶが

嶽だ
け（
大
峯
山
）

に
詣
る
山
上
講（
大
峯
講
）
の
人
々
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
　

　
こ
こ
で
、
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

役
行
者
像
の「
大
峯
山
」
台
石
の
下
に
隠
れ

る
よ
う
に
二
つ
の
石
が
の
せ
ら
れ
、
そ
の

下
に
花か

崗こ
う

岩が
ん

が
役
行
者
像
な
ど
を
支
え
て

い
た
の
で
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
も
、
建

物
正
面
の
す
き
間
か
ら
、
同
石
の
存
在
は

把
握
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
前
面
が

現
れ
る
と
、
は
っ
き
り
と
文
字
が
読
め
、

中
高
野
街
道
の
道
標
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
す
。

　
同
石
は
、
石
像
な
ど
の
台
石
と
思
わ
れ
、

道
標
に
転
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
面
に
五

行
に
わ
た
っ
て「
南
か
う
や
道
」「
西
い
つ
ミ

道
」「
同
さ
か
い
ミ
ち
」「
北
大
坂
道
」「
同
ひ

ら
の
み
ち
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
行
者
・
地
蔵
堂
の
場
所
は
、
中
高
野
街

道
か
ら
丹
南
天
満
宮
に
至
る
丹
南
村
の

中な
か
す
じ筋

の
角
に
あ
た
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の

安あ
ん
え
い永

七
年（
一
七
七
八
）の「
丹
南
村
絵
図
」

に
は「
御ご

制せ
い
さ
つ札
」
の
場
所
と
あ
り
ま
す
。
丹

南
の
居き

ょ
そ
ん村
は
街
道
の
西
側
で
、
東
側
は
田

畑
が
広
が
り
、「
御
制
札
」と
街
道
を
は
さ
ん

だ
田
畑
と
水
路
沿
い
に
は「
地
蔵
堂
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。「
御
制
礼
」
と
は
、
来ら

い

迎ご
う

寺じ

に
隣
接
す
る
丹
南
藩
陣
屋
の
触ふ

れ
書が
き

を

掲
示
し
た
高こ

う
さ
つ札
場
で
す
。
地
蔵
堂
に
祀
ら

れ
る
明
和
三
年
像
も
、
今
の
真
向
か
い
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
道
標
は
、
江
戸
時
代
後
半
以
降
、
高
札

場
か
地
蔵
堂
の
い
ず
れ
か
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
村
絵
図
に
も
中
高
野
街
道
上
に「
大

坂
よ
り
高
野
道
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
中

高
野
街
道
と
中
筋
を
基
点
に
南
へ
行
け
ば

高
野
山
、
西
へ
行
け
ば
和
泉
・
堺
方
面
、

北
へ
行
け
ば
大
坂
・
平
野
方
面
を
指
し
て

い
ま
す
。
東
の
方
向
を
記
さ
な
い
の
は
、

中
筋
か
ら
東
方
へ
続
く
道
が
な
い
か
ら
で

す
。
東
西
の
竹

た
け
の
う
ち内
街
道
は
、
丹
南
の
北
の

岡
・
立
部
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
道
標
に
重
な
る
よ
う
に「
奉
納 

松
川
治じ

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

」と
刻
む
香こ

う
げ
だ
い

華
台
も
残
り
、
丹
南

村
庄
屋
の
松
川
氏
の
寄
進
も
あ
り
ま
し
た
。

　
の
ち
、
地
蔵
堂
が
西
側
の
現
在
地
に

移
っ
た
の
は
、昭
和
前
半
の
こ
と
で
し
た
。

今
年
も
同
所
で
八
月
二
十
三
日
、
に
ぎ
や

か
に
地
蔵
盆
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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▲地蔵堂の三体
右：明和3年　左：明治3年

▲丹南の地蔵盆
（丹南地蔵講提供、
平成28年8月23日）

▲行者堂内の道標▲行者堂の役行者像

いずれも丹南3丁目

　 の中高野街道の右に「地蔵堂」、左に「御制札」とある。上が北。
▲丹南村絵図 安永7年（丹南･松川家蔵）　


